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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電要素を収容する有底筒状正極缶と、この正極缶の開口部内側面と負極端子板との間
の介在する環状封口ガスケットとを有する筒形密閉電池であって、
　上記正極缶には、上記ガスケットを下方から支持するビーディング部と、上記ガスケッ
トを外方から圧迫するかしめ部とが形成され、
　前記環状封口ガスケットは、チタン酸カリウムが添加されたポリプロピレンを主材質と
しているとともに、外周面および内周面にシール剤が塗布され、
　上記シール剤は、アスファルトと鉱物油の混合体である、
　ことを特徴とする筒形密閉電池。
【請求項２】
　シール剤として、アスファルトの１に対して鉱物油が１～３の重量比で混合したシール
剤を用いたことを特徴とする請求項１に記載の筒形密閉電池。
【請求項３】
　正極缶の材質がＳＵＳ３０４のステンレススチールであって、その板厚は０．２～０．
３ｍｍであり、かつ、かしめ部を形成する湾曲部の長さが１．２～１．６ｍｍとなるよう
に形成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の筒形密閉電池。
【請求項４】
　正極缶の材質硬度が１５０Ｈｖ～１８０Ｈｖであることを特徴とする請求項１～３のい
ずれかに記載の筒形密閉電池。
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【請求項５】
　正極缶に収容された発電要素の負極リードが導電接続され、かつ負極端子板と正極缶内
との間を隔離する金属製封口板を有し、この封口板の周辺部が負極端子板と封口ガスケッ
トの間に挟持されていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の筒形密閉電池
。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、発電要素を収容した有底筒状正極缶と、この正極缶の開口部内側面と負極
端子板との間の介在する環状封口ガスケットとを有する筒形密閉電池に関し、たとえば、
筒形やボビン形のリチウム電池に適用して有効である。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば特許文献１や２等に開示されている筒形密閉電池は、図２に示すように、発電
要素２０を収容した正極缶１１’の開口部を、この正極缶１１’の開口部内側面と負極端
子板２７の外周縁部との間の介在する環状封口ガスケット３２’を用いて密閉封止してい
る。
【０００３】
　正極缶１１’は有底筒状であって、その外底面には凸状の正極端子部１２がプレス加工
により形成されている。正極缶１１には、ガスケット３２’を下方から支持するビーディ
ング部１３と、ガスケット３２’を外方から圧迫するかしめ部（カール加工部）１４’と
が形成されている。ガスケット３２’の材質としてはポリオレフィン系樹脂が従来使用さ
れていた。
【０００４】
　図示例の筒形密閉電池は、負極作用物質２３としてリチウムを用いた筒形リチウム電池
であって、この負極作用物質２３がセパレータ２２および正極作用物質２１と共に正極缶
１１’内に装填されて非水電解液に浸漬されている。
【０００５】
　正極缶１１’は正極集電子および正極端子を兼ねる。負極作用物質２３には負極集電体
２４に圧着し、この負極集電体２４は負極集電リード２５を介して金属製封口板２６に導
電接続されている。封口板２６は負極端子板２７と正極缶１１’内との間を気密隔離する
ものであって、その周辺部は負極端子板２７と封口ガスケット３２’の間に挟持されてい
る。
【特許文献１】特開２０００－３１５４９７
【特許文献２】特開２００３－２０８９０６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した筒形密閉手電池について、本発明者らは、とくに高温環境下での保存や使用に
対応するための耐熱性について検証したところ、次のような問題のあることがあきらかと
なった。
【０００７】
　すなわち、電池をたとえば９５℃以上の高温環境下に放置すると、ポリオレフィン系樹
脂製のガスケット３２’が脆化して漏液が生じやすくなる。また、正極缶１１’とガスケ
ット３２間に隙間が生じやすく、これも漏液の原因となる。正極缶１１’の開口端部はガ
スケット３２’を外方が圧迫するべくかしめ加工されるが、このかしめ部１４’とガスケ
ット３２’の間に隙間が生じて耐漏液性を低下させていることが判明した。
【０００８】
　従来においては、ガスケットのシール機能を高めるために、ガスケットにポリブテンを
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用いたシール剤を塗布することが行われていた。しかし、このシール剤も高環境下では十
分な効果を得られないことが判明した。つまり、耐熱性を高めることはできなかった。
【０００９】
　一方、ガスケットの耐熱性を高める手段としては、ＰＴＥＥやＰＦＡのようなフッ素系
樹脂の使用が有効であることが知られている。しかし、フッ素系樹脂は耐熱性にすぐれて
はいるが、非常に高コストであるという問題がある。
【００１０】
　この発明は以上のような技術背景および問題を鑑みたものであって、その目的は、ガス
ケットの材質に高コストなフッ素系樹脂を使わず、低コスト化に適した材質および構成で
もって、高温環境下での保存や使用に対応可能な耐熱性を備えた筒形密閉電池を提供する
ことにある。
【００１１】
　本発明の上記以外の目的および構成については、本明細書の記述および添付図面からあ
きらかになるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明による手段は次のとおりである。
（１）発電要素を収容する有底筒状正極缶と、この正極缶の開口部内側面と負極端子板と
の間の介在する環状封口ガスケットとを有する筒形密閉電池であって、
　上記正極缶には、上記ガスケットを下方から支持するビーディング部と、上記ガスケッ
トを外方から圧迫するかしめ部とが形成され、
　前記環状封口ガスケットは、チタン酸カリウムが添加されたポリプロピレンを主材質と
しているとともに、外周面および内周面にシール剤が塗布され、
　上記シール剤は、アスファルトと鉱物油の混合体である、
ことを特徴とする筒形密閉電池。
【００１３】
　上記手段（１）は、さらに次のような手段を形成することにより、さらに有効な効果が
得ることができる。　
　（２）シール剤として、アスファルトの１に対して鉱物油が１～３の重量比で混合した
シール剤を用いたことを特徴とする手段（１）に記載の筒形密閉電池。
【００１４】
　（３）正極缶の材質がＳＵＳ３０４のステンレススチールであって、その板厚は０．２
～０．３ｍｍであり、かつ、かしめ部を形成する湾曲部の長さが１．２～１．６ｍｍとな
るように形成されていることを特徴とする手段（１）または（２）に記載の筒形密閉電池
。
【００１５】
　（４）正極缶の材質硬度が１５０Ｈｖ～１８０Ｈｖであることを特徴とする手段（１）
～（３）のいずれかに記載の筒形密閉電池。
【００１６】
　（５）正極缶に収容された発電要素の負極リードが導電接続され、かつ負極端子板と正
極缶内との間を隔離する金属製封口板を有し、この封口板の周辺部が負極端子板と封口ガ
スケットの間に挟持されていることを特徴とする手段（１）～（４）のいずれかに記載の
筒形密閉電池。
【発明の効果】
【００１７】
　ガスケットの材質に高コストなフッ素系樹脂を使わず、低コスト化に適した材質および
構成でもって、高温環境下での保存や使用に対応可能な耐熱性を備えた筒形密閉電池を提
供することができる。
【００１８】
　上記以外の作用／効果については、本明細書の記述および添付図面からあきらかになる



(4) JP 4951207 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

であろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　図１は、本発明の技術が適用された筒形密閉電池の断面図とその部分拡大図を示す。同
図に示す実施形態の電池は、負極作用物質２３としてリチウムを用いた筒形（あるいはボ
ビン形）リチウム電池であって、この負極作用物質２３がセパレータ２２および正極作用
物質２１と共に正極缶１１内に装填されて非水電解液に浸漬されることにより、発電要素
２０が形成される。
【００２０】
　発電要素２０を収容する正極缶１１は有底筒状であって、環状封口ガスケット３２を用
いて密閉封止されている。ガスケット３２は、正極缶１１の開口部内側面と負極端子板２
７の外周縁部との間の介在させられている。
【００２１】
　正極缶１１は深絞りプレス加工により形成され、その外底面には凸状の正極端子部１２
が一体形成されている。この正極缶１１には、ガスケット３２を下方から支持するビーデ
ィング部１３と、ガスケット３２を外方から圧迫するかしめ部（カール加工部）１４とが
形成されている。
【００２２】
　この場合、そのかしめ部１４は、正極缶１１の開口端からの長さＬｒが１．２～１．６
ｍｍとなるように形成されている。つまり、かしめ部１４を形成する湾曲部の長さＬｒが
１．２～１．６ｍｍの範囲となるようにかしめ加工されている。
【００２３】
　正極缶１１の材質には、ＳＵＳ３０４のステンレススチールで、材質硬度が１５０Ｈｖ
～１８０Ｈｖのものが使用されている。また、板厚は０．２～０．３ｍｍのものが使用さ
れている。
【００２４】
　ガスケット３２は、主材質としてチタン酸カリウムを添加したポリプロピレンを使用し
て構成されている。チタン酸カリウムは微粉状のものがポリプロピレンに対して重量比で
３０％ほど添加されている。このガスケット３２の外周面および内周面にはシール剤４１
が塗布されている。このシール剤４１にはアスファルトと鉱物油の混合体が使用されてい
る。この混合体は、アスファルトの１に対して鉱物油が１～３の重量比で混合したものが
とくに好適である。
【００２５】
　さらに、図示の実施形態では、負極端子板２７と正極缶１１内との間を金属製封口板２
６が気密隔離している。このため、封口板２６は、その周辺部が負極端子板２７と封口ガ
スケット３２の間に挟持されている。これにより、封口板２６と負極端子板２７間は導電
接続されている。
【００２６】
　上記封口板２６の内側面（発電要素２０側面）には負極リード２５がスポット溶接等に
より導電接続されている。負極リード２５は、負極作用物質２３に圧着するネット状の負
極集電体２４に導電接続されている。
【００２７】
　上述した筒形密閉電池では、ガスケット３２の主材質としてチタン酸カリウムを添加し
たポリプロピレンを使用している。この主材質は、フッ素系樹脂等に比べて大幅に低コス
トな材料であるが、ガスケット３２として使用したときに、高温環境下でも脆化を生じ難
いことが判明した。
【００２８】
　また、ガスケット３２の外周面および内周面に塗布したシール剤４１も、ガスケット３
２が高温環境下で脆化するのを防ぐ効果のあることが判明した。これは、シール剤４１と
してアスファルトと鉱物油の混合体を用いたことによる。鉱物油としてはタービン油が好
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適に使用できる。この実施形態では新日本石油製の「ＦＢＫタービン３２」を使用した。
【００２９】
　上記シール剤４１と上記ガスケット３２の主材質との相乗効果により、電池の耐熱性を
大幅に向上させることができた。これにより、ガスケットの材質に高コストなフッ素系樹
脂を使わず、低コスト化に適した材質および構成でもって、高温環境下での保存や使用に
対応可能な耐熱性を備えた筒形密閉電池を提供することができる。
【００３０】
　さらに、本発明では、正極缶１１の板厚、材質硬度、かしめ部１４の長さＬｒについて
、それぞれ次のような特異的な最適条件が存在することが、本発明者らによりあきらかに
された。
【００３１】
　すなわち、正極缶１１の板厚については、０．２～０．３ｍｍが最適範囲となる。０．
２ｍｍ未満では、ビーディング加工時に缶が切れるという不具合が生じる。また、この板
厚（０．２ｍｍ未満）のステンレスだと、深絞り加工による正極缶の製造が困難になる。
一方、その板厚が０．３ｍｍを超えると、正極缶の内容積が小さくなり、電極材料の充填
容量（発電容積）が減って電池性能が低下する。
【００３２】
　正極缶１１の材質硬度については、１５０Ｈｖ～１８０Ｈｖが最適範囲となる。１５０
Ｈｖ未満では、かしめ加工（カール加工）時に正極缶の開口端にめくれが生じやすくなる
。一方、１８０Ｈｖを超えると、かしめ加工時にビーディング部１３が座屈（ざくつ）す
る問題が生じるようになる。
【００３３】
　かしめ部１４の長さＬｒについては、１．２～１．６ｍｍが最適範囲となる。１．２ｍ
ｍ未満では、かしめ加工時に座屈が生じやすい、ガスケットが切れたり割れたりする、ガ
スケットと正極缶の間に隙間（図２参照）ができる、などの問題が生じる。一方、その長
さＬｒが１．６ｍｍを超えると、ガスケットを圧迫する力が分散して封口が緩くなり、漏
液が生じやすくなる。また、異常な衝撃等により負極端子板等の封口部材が抜けるといっ
た問題も生じるようになる。
【実施例】
【００３４】
　本発明の構成を備えた筒形密閉電池と、同タイプの従来電池をそれぞれ複数サンプル作
製した。本発明品と従来品をそれぞれ９５℃の高温環境下で保存し、その保存日数と重量
減量値を調べる試験を行った。この場合、重量減量値は電解液の漏液に関係し、封止力が
弱い電池ほど多くなる。
【００３５】
　この試験にて、９５℃２０日保存後の重量減量値は、従来品が５０ｍｇであったのに対
し、本発明品は２０ｍｇであった。また、４０日保存後は、従来品で漏液するものがあっ
た。漏液しないものでも重量減量値は１００ｍｇに達した。これに対し、本発明品で漏液
したものはなく、重量減量値も４５ｍｇまでと少なかった。
【００３６】
　以上、本発明をその代表的な実施例に基づいて説明したが、本発明は上述した以外にも
種々の態様が可能である。たとえば、本発明は筒形あるいはボビン形リチウム電池に用い
てとくに有効であるが、リチウム電池以外の筒形密閉電池にも有効に適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　ガスケットの材質に高コストなフッ素系樹脂を使わず、低コスト化に適した材質および
構成でもって、高温環境下での保存や使用に対応可能な耐熱性を備えた筒形密閉電池を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
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【図１】本発明の一実施形態である筒形密閉電池の断面図とその部分拡大図である。
【図２】従来の筒形密閉電池の断面図とその部分拡大図である。
【符号の説明】
【００３９】
　１１　正極缶
　１２　正極端子部
　１３　ビーディング部
　１４　かしめ部（カール加工部）
　２０　発電要素
　２１　正極作用物質
　２２　セパレータ
　２３　負極作用物質
　２４　負極集電体
　２５　負極リード
　２６　封口板
　２７　負極端子板
　３２　封口ガスケット
　４１　シール剤

【図１】 【図２】
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